
女性技術者委員会では、魅力ある建設コンサルタントに向けた総合的な整備環境を目的に、女性技術者が
働きやすく、活躍できる職場環境づくりに関する提案を行います。

【事業目標】
(1) 女性技術者委員会の活動に関する広報
(2) 女性技術者や学生を対象としたイベントの開催
(3) 中長期的な職場環境づくり改善のための活動

【令和元年度 事業活動計画】

活動項目 事業内容（活動内容）
広報に関する
活動

1. ニュースレターの作成（各社の制度及び働き方改革への取り組み等の紹介、
『マイワーク・マイライフ』の掲載、イベントの報告等）

2. Facebookの更新
3. ホームページの作成・更新

女性技術者を
対象とした
交流会の開催

テーマ：「私たちの働き方改革 ～こんな会社で働きたい～」
開催日：令和元年9月27日(金) 14：00～17：30
場所 ：ＡＣＵ－Ｈ紙与博多中央ビル (福岡市博多区博多駅中央街７－２１）

参加者：60名程度
概要 ：第一部 各社取り組み事例紹介

第二部 参加者全員による意見交換(案)
中長期的な
職場環境改善
のための活動

1. 若手技術者委員会・男性技術者（全社）へのアンケート作成

2. 若手技術者委員会、建コン上層部（男性技術者）とのアンケート分析に関する
対話会の実施（7月以降を予定）

官民連携 官民の女性技術者交流会への参加

【委員会メンバー】 ◎委員長 ○副委員長

◎筌瀬明日香（ (株)建設技術研究所）

○柿原ゆり（ (株)東京建設コンサルタント）
○佐藤睦美（ (株)オリエンタルコンサルタンツ）

佐久間智恵（第一復建(株) ）
大重岬（ (株)綜合技術コンサルタント）
濵田千友美（ (株)大進）
大津明日香（西日本技術開発(株) ）
平山歩（パシフィックコンサルタンツ(株) ）
生駒有紀（三井共同建設コンサルタント(株) ）
末廣富士代（八千代エンジニヤリング(株) ）
加藤利恵子（大日本コンサルタント(株) ）
三反里紗（ (株)新日本技術コンサルタント）
末続真依（日本地研(株) ）
佐藤美和（日本工営(株) ）
福島優美（応用地質(株)）
牧佑奈 （九州建設コンサルタント(株))

本年度は新メンバー３名を含む、１６名で活動します。どうぞよろしくお願いいたします。



引き続き、建コンで働く技術者の働き方や生活スタイルを、男女

問わず紹介していくため皆さんの「マイワーク♡マイライフ」を募

集しています。

ご協力をお願いいたします。お問合せは事務局まで。

本誌は、(一社)建設コンサルタンツ協会 九州支部 総務・企画部会 女性技術者委員会が発行しています。

一般社団法人 建設コンサルタンツ協会 九州支部
〒812‐0013 福岡市博多区博多駅東１丁目１３―９（いちご博多駅東ビル８階）

TEL 092‐434‐4340 FAX 092‐434‐4342 Facebookページ：女性技術者委員会（建コン協九州支部）@kirapro.kyu
ホームページ ：https://www.jcca.or.jp/kyokai/kyushu/female_engineer/index.html

「第３回 女性技術者交流会」を開催します。

○テーマ ：「私たちの働き方改革 ～こんな会社で働きたい～」

○日時 ：２０１９年９月２７日(金) １４：００～１７：３０

○場所 ：ＡＣＵ－Ｈ紙与博多中央ビル

(福岡市博多区博多駅中央街７－２１)

○主な内容：各社の取り組み事例の紹介

参加者全員による意見交換(案)

○応募方法：JCCA九州支部から各社へ申込書をご案内申し上げます

（今回も女性限定60名程度の予定です）

ホームページ・FBを随時更新しております。ぜひご覧ください！！

次回は１０月発行予定です。ご期待ください。

7月2日に若手技術者委員会及び女性技術者委員会のメンバー計２２名で意見交換会を行いました。

今回のテーマは「男女が働きやすい環境」で、２班に分かれてのグループディスカッションを行いました。

働きやすい！！(^^♪

・スケジュール(休暇取得等)が管理しやすい

・昔に比べると休暇が取得しやすくなった

・会社が受注を調整しており、残業時間が減ってきている

・在宅制度を利用することで自分のペースで働くことができる

・性別に関係なく業務を遂行できている

働きにくい… (´;ω;`)

・業務に関わる人数が適正でないと感じる

・「NO残業デー」が定着していない

・有給休暇取得申請の際、理由を問われることがある

・新入社員が定着しづらく人材不足となっている

・上司が長時間労働に対して麻痺しており、将来管理職になったときに

業務量過多になるのでは、と不安である

・子どもが小学校に入学後、帰宅が早くなるため育児に対して不安である

業界特有の悩み「業務量過多・長時間労働・人員不足・・・」はあるため、

立場や状況の変化による将来の不安を漠然と抱えている

⇒他社の制度やその利用状況を共有して、更なる働きやすい環境づくりを!!

昨年度の様子




